































































































































































































































































































































































































60 10．3 13．6 18．6
55 9．1 12．1 16．2
50 7．9 10．7 13．7
45 7．1 9．4 11．3
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7 4 5 1 19 2 7 1 6 13 盤 10661．345．0??????
女 1 1 7 2 10 3 12 2 13 18 旦 11444．752．4
計 8 4 5 1 7 21 10 7 19 1 2 1931坐 22052．748．7
?
3 7 1 8 7 1 1 4 5 4 鈍 78 47．436．2??????
女 1 4 6 10 4 2 3 3 墨 85 35．339．3
計 3 7 2 4 8 13 11 4 6 8 7 壁 16341．137．7
?
3 2 7 2 4 12 1 4 6 15 4 壁 14042．926．5??????
女 4 2 4 1 2 8 9 1 2 8 2 18 5 鍾 13050．828．8
計 7 4 11 3 2 1221 1 3 12 8 33 9 塑 27046．727．7
?
2 3 4 3 1 塁 93 14．015．9??????
女 1 1 1 2 4 5 3 互 78 21．814．1









w校 家居 就職 不明 計
???
29 18 0 10 3 0 4 3 5 16 56 17 161
鰻女 33 0 18 6 0 0 0 1 12 21 56 17 164
卒　計 6219 18 18 16 3 0 4 4 12538 17 37 l12 34 325
?
14 8 0 14 4 0 ? 8 3 5 35 1 96
35?????
29 1 13 7 0 0 1 3 5 4 30 1 94
計 4223 9 13 21 4 0 5 11 10656 8 9 65 2 190
?
53 11 0 8 6 4 4 8 19 3 48 3 168
40?????
24 1 25 7 0 11 1 4 21 5 55 0 154
計 7724 12 25 15 6 15 5 12 16852 40 8 103 3 322
?
34 11 0 16 17 0 3 9 5 3 19 2 119
45?????
34 0 23 4 0 7 2 6 6 3 15 1 101
計 6831 11 23 20 17 7 5 15 16675 11 6 34 3 220
表6　高等学校進学率の推移
　　　年度
























































































































S35 96 553 257 296 63 333 167 166
S40 92 519 246 273 64 309 148 161
S45 91 482 231 251 62 300 147 153
S50 88 439 217 222 ＊63 ＊281 ＊142 ＊139
S55 90 396 一 一 53 212 ｝ 一









































































































































































計 恒常的勤務 出稼ぎ 日雇・臨蒔 計 林業 その他
807 729 618 2 109 78 2 76
K　町 1　種 208 192 117 75 16 16
2　種 599 537 501 2 34 62 2 60
73 69 56 13 4 4
0地区 1　種 27 26 16 10 1 1
2　種 46 43 40 3 3 3
27 27 23 4
K地区 1　種 10 10 6 4













自家農業 自家農業とその他の仕事に従事した人 その他の仕 仕事に従
だけに従 事だけに従 回しなか地　域 計
事した人 自家農業が主の その他の仕事が主の 事した人 つた人
K　町 3，166 1，122 178 1，020 330 516?
1，541 414 123 695 160 149
女 1，625 708 55 325 170 367
0地区 286 104 22 73
?
嘆5
? 140 34 15 51 24 16
女 146 70 7 22 18 29
K地区 109 41 7 37 9 15?
57 18 5 25 4 5
女 52 23 2 12 5 10
1地区 219 72 20 49 18 60?
110 26 17 41 8 18




















































K　町 3 287 190 200 101 51 34 20 36 922
0地区 5 9 37 15 6 4 1 1 78
K地区 1 1◎ 10 9 2 1 1 34
表15　農作物別収穫面積と比率






















































幽した人 自家農業が主の人 その他の仕事が主の人 計 事した人 つた人
K　町 922 393 42 12 171 183 118 50?
345 36 11 153 164 103 42
女 48 6 1 18 19 15 8
0地区 78 43 4 1 12 13 20 6
鑑 篇 ＝ 竃? 40 4 1 11 王2 18 6
女 3 1 1 2
K地区 34 7 4 4 3?
5 3 5 2
女 2 1 1 1
1地区 62 26 2 3 9 12 6 6?
25 2 2 9 11 6 6
女 1 1 1
表17　跡継ぎ予定者の自家農業従事日数



























































































K　町 922 689 233 44 86 51 24 28 15，572109 176 1
（1，960）（13，605）7
54年 121 9，079 62 96
以前 （759）（8，313）
55年 137 6，943 50 94
以降 （1，201）（5，292）





54年 5 293 1 5
以前 （26） （267）
55年 14 829 5 12
＝以降 （89） （740）
K地区 34 24 10 5 2 1 337 7 6
2 （60） （277）
54年 9 312 6 6
瓢以前 （57） （255）












































































































































??????? ?? ?? ???
28歳
38歳
42歳
農業専従
兼業農家（第1種）販売業
会社役員（家電販売）
購買業（農業生産物）
消防署
農業専従
歯科技工師
工事請負業（電気）
大　工
??
?? ???
N．　AKI
N．　KAZU
I．　KO
I．　MAKI
死　亡
32歳
39歳
45歳
農業専従
大　工
in　7一
?? 1．　YASU
N．　RYO
I．　KETU
31歳
35歳
41歳
農業専従
会社員（建設業K組）
会社員（建設業K組）
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るためとはいえ，なにが若者たちをこの行事に引き込むのか。それは伝承法＝教育法にあ
るといえる。現役（子方）を指導するのは引退者（親方）であるが，さらにその親方（お
じつさ）も祭りの指導にあたる。子方に事故や不祥事のあるときは，親方が出役し，おじ
つさも舞台にあがる．7年×3代＝21年の間隔は丁度祭りの世界だけでなく，現実社会
の世代交替と重なっている。つまり親が自分の子ども（跡取り）を，直接指導することが
できない仕組みになっている。このことが，この芸能を存続させる重要な要因の一つと考
えられる。親子間だとどうしても甘えがでるのをうまく回避させ，他人のきびしさ（一人
前の人間として鍛えられる）を教える絶好の機会をつくりだしている点に，この芸能の社
会的機能があるといえよう。
亙H。定住と移動パターンの変化一今後の研究課題一
IH．1．地域間流動性の激化と定住をめぐる問題
　1960年代の移動と現代の移動との違いは，一方向でなくなった点に特徴がある。完全
な双方向とはいえないが，「流出」あるいは「還流」といった概念ではとらえられなくな
っている。
　NHK教育テレビのドキュメンタリードラマ「山の分校の記録」（1960年5月5日放
映）で知られる栃木県栗山村は，交通通信網の整備により近年，観光そして高原野菜の出
荷によって知られるようになり，「辺地」ではなくなつでいるが，番組が収録された当時
は，まさに陸の孤島であっだ5）。
　テレビの導入により子どもたちは，「疑似体験としての情報」である「都市の魅力」に
引き付けられていく。テレビは「愛であった」と小学六年生の女子は語っている。都市に
は愛があるというのは，そこには，現在の栗山村土呂部の生活よりも「よりよい生活」へ
の憧れをこの子は夢見たのである。まさに夢を実現してくれる都市は「愛」であるといっ
てよい。
　高度経済成長期後の日本社会は，必ずしも夢を実現してくれないどころか，これを失っ
た人々の流入地域になっている。もちろん都市には，成功する自由も失敗する自由もある
のだが，この時期の日本の都市は急成長期にあり，都市の魅力を，テレビが全国各地に宣
伝していた。
　そして，都市の病理が急激に進行する中で，地方の時代が主張される。人工的な都市で
なく，自然の豊かな地方（といっても農村ではなく地方都市）への還流が始まっている。
さらに「愛」と「夢」を求めて地方へ還流するだけでなく新たな現象が起きている。新天
地を求めての海外脱出である。かつて国内で「農村から都市へ」，「地方から中央へ」と流
出したように，海外へ流出することが，現代の青年の選択肢に加えられたのである。この
点については第一部で指摘した人間類型によって説明できる。
　明らかに流動性は高まっている。しかし基本的な移動パターンは変わっていないといえ
よう。変わったのはその方向である。
　国際的な視点からみるとき，梅暦忠男の「文明の生態史観」が示唆をもつ。西洋文明を
志向して欧米へ流出するか，それとも東洋の発展途上国に「夢」をかけて流出するかとい
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つた方向性については，不確定な部分が多い。海外か，それとも国内か現代の青年は選択
を迫られているのである．
　いずれにしても，定住と教育の関係を明らかにしていくには，現代の日本の社会状況に
ついて，きちんと押えなければならない。特に第一章で提示した人ロ移動の理論につい
て，日本の実態に即して検討してみたい。
IH．2．地域後継者育成と教育の役割について
　教育の果たす役割については，これまでの実態をさらに詳細に分析する中から考えてみ
たい。特に生涯学習・教育が提起される時代にあって，教育の中心的位置を占める「学校」
の果たす役割について，K町の事例をとおして今後とも研究していく予定である（報告
その2として発表したい）．なおその際に，調査地の長野県について，地理学の市川健夫
が「信州合衆国」といった「国」の概念でとらえている点に新たな視点をみる16）。
　信州（長野県）から県外に出ることが，日本から外国へ出ることと同じ感覚で受け止め
られていた時代があったことに着目して，教育の果たす役割について掘り下げていきた
い。教育県といわれる長野だけでなく，このような感覚は日本全国に共通するはずだから
である。
　K町の郷土芸能が，古い伝統を守るだけでなく，地域社会の変化に対応して現代的な
ものに変容していくなかに，教育の果たす役割をみることができる。大人同士の教え合い
は，学校教育・社会教育といった概念ではなく「地域教育」といった視点から把えられる
べきものなのではなかろうか。遊びでも仕事でもない，余暇活動の一環として行われる郷
土芸能（文化活動）のなかに，教育の基本的な営みがある。
　地域の後継者の育成は，この「地域教育態勢」によって担われていることを，これから
の調査を通して具体的に明らかにしていきたいと思う。そのためには地元定着者だけでな
く，流出者の追跡調査を早い時期に開始し，これとの比較をとおして定住の社会的意味に
ついて，文明史，人間類型などの視点から考察することが課題である．
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